
○　本校の概要 令和8年3月6日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
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・様々な考えを持つ多くの生徒がいる学校生活の
中で、色々な考え方に触れることで、他者と協働す
ると殻を身に付け、社会を切り拓いていってほし
い。
・生徒アンケートにおいて、先生の評価が良いと思
いますので、現状の取組、今後の改善を推進する
ことで各評価も上がると思います。
・生徒が行事等に主体的に取り組む様子は大変素
晴らしい。学校全体として先生と生徒にそのような
意識が共有されているのだと思う。一朝一夕には
できないことであり、四中の素晴らしいところだと思
う。
・授業ではペアワークやグループワークが効果的
に用いられており、生徒同士の意見交換の機会を
積極的に設けようとする先生の意識が感じられる。
また、生徒たちもそれに自然に対応して取り組んで
おり、継続的な指導の賜物だと思う。
・STEAM教育への取り組みについては、これまで
特に推進していると感じたことはなかった。保護者
側が意識してそのような目で学校公開に参加すれ
ば気付くことがあるかもしれないが、学校側からも
何かしらの発信があるとよいかもしれない（既にさ
れているかもしれないが、あまり印象に残っていな
い）。
・清陵祭や運動会、スポーツ競技会に積極的三あk
を促しフォローしている。職場体験授業においても
発表時ICT機器を活用して対応、努力している。上
記の活動を通して、想像力や情報発信力を学んで
いる。
・時代に沿った教育は、先生方の努力で成しえてい
るものと思います。日々の取り組みに感謝です。機
器類の上手な使い方（向き合い方）を子どもたちに
学ばせていただきたいです。

生徒アンケート
において「大森
四中の先生
は、授業を工
夫して教えてく
れる。」と回答
した割合
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令和７年度　大田区立大森第四中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

池上本門寺や本門寺公園に隣接し、区内屈指の緑豊かな自然に囲まれた学校である。生徒や教職員、地域の方々もそれをほほえましく見守っている学校である。
令和７年度は、第１学年５学級、第２学年５学級・３学年４学級の１４学級、５０７名の生徒が在籍し、教育目標は「恵まれた環境を生かし、『自主的で、品の良い、健康的な、努力を惜しまない生徒』を育てる。」を掲げている。村上昭夫校長が着任して４年目となる。「学校には、感動がある！」「いじめは許
さない。」「相談しようよ！」のスローガンを全校朝礼や行事等の校長挨拶で生徒に示し、すべての教育活動をこれらの言葉に結び付けている。今年度より３つの「聞く力」（聞く・聴く・訊く）の育成に力を入れ、「思考力・判断力・表現力」の向上を図っている。
生徒が主体的に取り組み、熱意と力がこもった運動会と清陵祭・合唱コンクール等の学校行事は本校の伝統で、多くの保護者や地域の方が来校する。今年度学校運営協議会を設置し、コミュニティー・スクールとなった。PTAの応援体制が強力で、「地域学校協働本部（すけっと青陵）」と「親父の会」は、
校内ペンキ塗りボランティアや地域清掃ボランティアを主催し、生徒がボランティア活動に参加し、地域と学校をつなぐ役割を担ってくれている。また、防災活動拠点訓練を池上特別出張所、市之倉北町会、堤方北町会、桐里梅田町会と共同で実施しており、そこに、本校第２学年生徒が授業の一環とし
て参加している。防災を通して地域の一員として生徒が主体的に活動する育成の場となっている。

学校関係者記入欄

2

3

目標に対する成果指標成果評価

〇STEM教育の基礎として
のあらゆる分野で興味・関
心を高める活動の充実を図
る。

〇清陵祭や運動会などを通
して、生徒が主体的に行動
し、自ら判断し実行する機会
を増やす。

〇毎日の教科や授業で、生
徒の発表や意見交換や登
校などにchromebookを活用
し、多くの他者の考えに触れ
させる。

〇ICT機器の活用のための
校内研修会を行う。

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横
断的な学びや科学教育を推進
し、課題解決力や新たな価値
を創造する力の育成を図って
いる。

2

③情報技術を適切に活用した
授業の実施を通して、情報活
用能力の育成を図っている。

2

社会の様々
な課題を自分
事として捉
え、主体的に
考え、他者と
協働し、問題
解決していく
意欲や、予測
困難な未来
社会を切り拓
いていくため
に重要な創
造力や課題
解決力、情報
活用能力を
育成します。

②学校内外での様々な体験活
動や自己評価する習慣づくり
を推進し、自ら考え判断する力
や、他者と協働していく力の育
成を図っている。

3



評価人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

取組
評価目標に対する成果指標

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

保護者対象ア
ンケートにおい
て「お子さん
は、授業をまじ
めに受け学習
内容を身に付
けている。」と
回答した割合

英語での実
践的なコミュ
ニケーション
能力を高める
とともに、我
が国や郷土
の伝統文化
に触れ、尊重
する心や、協
力していく態
度を育成しま
す。また、国
際社会・地域
社会に関心
をもち、持続
可能な社会を
形成していく
態度を形成し
ます。
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大項目 方向性

・外国の方のように文化や価値観の違いを理
解し、尊重し合う心を育成することで、豊かな国
際感覚を身に付けていってほしい。
・外国人も多く観光に訪れる池上という土地を
もっと活用されてはいかがでしょうか。
・世界共通言語であることもあり、授業で英語
力向上と能力アップに取り組んでいると思いま
すが、生徒の興味ある言語についてアンケート
を取っても良いのでは。
・学校で同年代の色々な国の子供たちと交流
する機会があるとよいのではないか。学校外で
のプログラムは色々あるが、子供たちは都合が
合わなかったり、出たがらなかったりするので、
授業の一貫でできると一番よいと思う。
・昨年デフリンピックのバスケットボールの試合
が大田区総合体育館で行われていた。小学生
の息子が学校でデフについて学んで関心を
持っていたので一緒に行ってみたが、実際に見
ると学ぶことが多い。こういう機会を積極的に活
かせるとよいと思った。
・英語教育を実践をまじえての会話力向上に努
めて、少しでも国際感覚を味わい、文化の違い
の勉強に努めている。

４：

Ａ

Ｂ

学校関係者記入欄

２：

１：

4

３：

2

Ｄ

〇身近な話題についての理
解や表現、簡単な情報交換
ができるコミュニケーション
能力を養う。

〇文法訳読に偏ることなく、
互いの考えや気持ちを英語
で伝え合う学習を重視する。

〇すべての教育活動を通し
て、尊敬の念、思いやりの
心を忘れず、人にやさしくで
き、自分と考えの違う人とも
理解し合い協働できる能力
を育成する。

〇ユネスコスクールとしての
使命を再確認し、ＳＤＧｓの
達成の視点を取り入れた学
習を取り入れる

③現代社会における地球規模
の課題を自分事として捉え、そ
の解決に向けて考え、行動す
る力の図っている。

①外国語教育指導員の活用
などにより、英語に慣れ親しみ
ながら会話をする機会を増や
し、英語力やコミュニケーション
能力の向上、豊かな国際感覚
の育成を図っている。

Ｃ

3

取組内容 取組指標

②我が国や郷土の伝統や文
化の学習、人権教育を推進
し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互い
に尊重し合う心の育成を図っ
ている。

1

2

2



評価人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

学校関係者記入欄
方向性 取組内容 取組指標

取組
評価目標に対する成果指標

Ｄ

1

4

1

Ｂ

Ｃ

保護者対象ア
ンケートにおい
て「四中生の
生活態度（登
下校の様子を
含む）は、良好
である」と回答
した割合

児童・生徒が
豊かな人生を
生きていく上
で基礎となる
力として、豊
かな心や確
かな学力、健
やかな体を育
成します。ま
た、乳幼児期
から中学校ま
での一貫性
のある教育を
推進します。
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大項目

・引き続き学問だけでなく、情操教育にも取り組ん
でいただき、心豊かな人材育成をしていただくこと
を期待する。
・小中一貫の視点は評価できますが、「保幼」への
アプローチはまだないに等しいのではないでしょう
か。地域の小学生以下の子ども達が通いたいと
思ってくれるような学校解放の施設も必要だと思い
ます。
・取組内容③が評価１です。教員方の食生活はどう
ですか。
・道徳の授業は難しいと思うが、先生は工夫して授
業を展開しようとしていると感じられる。生徒の意見
交換の機会も授業に取り入れられていると思う。
・先日の学校保健委員会で、家庭科や保健の先生
が工夫して色々なことに取り組んでおられることを
知り大変感銘を受けた。生徒が考えたメニューが
給食に出るというのもとてもよい取り組みだと思う。
ぜひ今後も続けてほしい。
・小学生の部活動見学は今年から始まった取り組
みだと思うが、とてもよい試みだと思うので続けて
ほしい。
・道徳授業で考え、話し合い、最後に結論を出す努
力をしている。食育についても力を入れていること
が感じ取れます。
・コミュニケーション力や人の気持ちを考えること
は、SNS等の使用にとても影響することで、しっかり
とした知識が必要です。小中の連携も（気持ちの上
で）登校がスムーズにできるために大切なことと思
います。中学の先生に、入学してくる子どもたちの
あれこれを知っていてほしいと思います。

Ａ

〇道徳の授業では考えるこ
とと話し合うことを重視し発
問を工夫する。また、資料活
用による充実を図るととも
に、評価についての研修を
行う。

〇SNSの使用や人権に関す
る学習では、生徒に深く考え
る機会を与える努力をする。

〇毎時の体育授業において
補強運動の取組を行ってい
る。生活習慣の確立につい
ては、保健給食部や生活指
導部と連携し、「早寝・早起
き・朝ごはん月間」のアン
ケートにより実態を把握し、
効果的な意識啓発を行って
いく。

○「食育」について、教職員
が意識を高め、給食指導に
限らず各教科等においても
計画的に推進する。

○小中一貫教育の会を通し
て、校区の学習・生活のスタ
ンダードを確認し、児童が中
学校の様子を知る機会を設
定し、小中連携して指導に
あたる。

3

４：

これまでの取組
今後の改善策

成果
評価

2

1

③体育や保健体育の授業など
様々な機会を通して、健康教
育や食育を推進し、基本的な
生活習慣の確立を図ってい
る。

2

④乳幼児期から中学校まで円
滑な接続を行うため、保幼小
の連携や小中一貫の視点に
立った教育を行っている。

2

①道徳科を中心とした各教科
等での学習などを通じて継続
的に道徳教育を実施し、豊か
な情操や道徳心の育成を図っ
ている。

②学習習熟度に応じた指導や
個に応じた学習支援、各種検
定の実施を通して、すべてのこ
どもに確かな学力の育成を
図っている。

３：

２：

１：



評価人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

評価人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

学校関係者記入欄

3

大項目 方向性 取組内容 取組指標
取組
評価

取組指標大項目 方向性 取組内容 取組
評価目標に対する成果指標

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

学校関係者記入欄

・教師の皆さんが楽しめるかどうかは管理職の
先生方にかかっていると思います。ここから満
足度が上がるよう期待しています。
・ウェルビーイングを推進して下さい。
・「教職員の業務適正化」への取り組みの自己
評価が低いようだが、具体的にどのような問題
があり、どのように適正化しようとしているのか
を知りたい。保護者としても先生が忙しいのは
わかっているつもりだが、保護者と先生・学校と
の間で認識にずれがないようにしたい。

◯ICT機器を活用した新たな
教材や学習活動等を取り入
れ「個別最適な学び」や「協
働的な学び」の充実に効果
を上げるために校内研修会
を行う。

○校内で研究授業を行い、
また、外部講師を招いた研
修会を行い授業力の向上を
図る。

○校内で相互の授業見学を
活発に行い、ＯＪＴを充実さ
せる。

○研究会・研修会に計画的
な参加を推奨し、その成果
を授業改善に生かす。

○分かりやすい授業、興味・
関心を高める授業を目指
し、ＩＣＴ機器を活用した授業
を展開する。

2

・生徒一人ひとりの状況に合わせた対応で、自
分らしくいきいきと生きられる地盤を引き続き作
創っていただきたい。
・特別支援教育についてはこれまでの取組と改
善策を合わせて進めてください。
・「いじめは許さない」と学校としてはっきりと示
しており、また、いじめは起こり得るけれども、
学校としてきちんと対応することを保護者にも
折に触れて話してくれているので、信頼してい
る。
・相談できる環境、雰囲気もとても大切だと思い
ます。

〇「共生社会」の実現のた
め、誰もが相互に人格と個
性を尊重し支え合い、多様
なあり方を認め合う学びの
場を設ける。

○特別支援教育について、
担任と校内委員会が連携
し、組織的に推進する。

○WEB_QUやメンタルヘルス
チェックの結果を基に、SCと
も連携し、組織的に生徒に
対して組織的に対応する。

○問題行動・不登校問題等
について行われた会議の内
容は、知るべき教職員が必
要な情報を確実に共有でき
るように努める。

〇人権尊重を基盤に「学校
には、感動がある」「いじめ
は許さない」「相談しようよ」
をキーワードとし、生徒・保
護者や地域の信頼に応える

1

Ｂ 3

Ａ 2

Ｂ

Ｄ

保護者対象ア
ンケートにおい
て「授業はわ
かりやすく、よ
く理解できる。」
と回答した割
合 ２：

１：

生徒対象アン
ケートにおいて
「学校の雰囲
気は明るく、毎
日、学校に行く
のが楽しい」と
回答

４：

２：

４：

目標に対する成果指標

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある
児童・生徒一
人ひとりの状
況にあわせて
教育環境を
整えるととも
に、相談機能
の充実を図る
ことで、すべ
ての児童・生
徒が自分らし
くいきいきと
生きるための
学びを支援し
ます。

校内研究等
のOJTの充
実を通して、
教師の授業
力を向上させ
ます。また、
質の高い教
育を実現する
ため、学校の
組織的な運
営力を向上し
ます。あわせ
て、教師がや
りがいをもっ
て働くことが
できる魅力的
な環境づくり
を進めます。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

３：

３：

Ａ 2

Ｃ

①児童・生徒一人ひとりの可
能性を引き出す個別最適な学
びと協働的な学びの一体的な
充実の視点による授業改善を
行っている。

②教職員がそれぞれの専門性
を生かしたり、地域の特色を生
かしたりして教育活動を行って
いる。

①インクルーシブ教育システ
ムの構築に向けて、教員の資
質・能力の向上や校内におけ
る支援体制の充実、特別支援
教室巡回指導教員との連携等
を行っている。

③スクールカウンセラーやス
クールソーシャルワーカーとの
連携等、児童・生徒・保護者が
相談しやすい環境を整備し、
一人ひとりの能力や可能性を
最大限に伸ばすことを意図し
た指導や支援を行っている。

2

3 Ｃ

3

3

1

3 3

②学校いじめ防止基本方針に
沿って、いじめの未然防止、早
期発見、早期対応等のための
組織的な対応を実施している。

③教職員の業務適正化等に
取り組み、児童・生徒に教員が
向き合う時間を確保する等、
ウェルビーイングを高める取組
を行っている。



評価人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

評価人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：全学級で働きかけた。

３：８０％以上の学級で働きかけた。

２：６０％以上の学級で働きかけた。

１：働きかけた学級は６０％未満であった。

大項目 方向性 取組内容 取組指標
取組
評価

目標に対する成果指標

保護者対象ア
ンケートにおい
て「学校は、環
境美化に積極
的に取り組ん
でいる。」と回
答した割合

③避難訓練や安全指導日など
を通して、危険や災害に対す
る教育を関係機関と連携しな
がら進めている。

目標に対する成果指標

大項目

学校関係者記入欄

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

学校関係者記入欄

成果
評価

方向性 取組内容 取組指標
取組
評価

〇生徒が安心して、落ち着
いて学校生活を送るために
老朽化に対して修繕しつ
つ、全職員で環境美化に対
する意識を高める。

○教職員が同一歩調で指導
にあたることができるよう
に、実際の指導の経過・結
果を十分に共有し、教員各
自の生活指導に反映させ
る。

〇生活指導部を中心に、全
校朝礼や学年・学級指導に
おいて安全指導を行い、生
徒の安全に対する意識を高
め、身を守る知識・技能を身
に付けさせる。

・防災訓練に授業として参加しているが、それ
で終わり、翌年は不参加だと思います。一般参
加をお願いしたいです。
・学校施設については特に問題を感じたことは
ない。時々しか学校に行かないが、整然として
いると感じる。
・学習環境整備についても力を注いでいる。
・生徒会が一生懸命取り組んでいるように思い
ます。

・学校と家庭、地域が連携し、つながりを感じられる
環境の醸成により、全体でこども達を育成していき
ましょう。
・家庭と報・連・相を確実に実施してください。
・学校公開や授業参加では、現在学校が重点的に
取り組んでいる指導や授業設計のポイント等をあら
かじめ保護者に知らせておけば、そういう点を特に
意識して参加するのではないか。
・外部人材の招聘や校外の体験学習について、学
校支援地域本部と協力してすすめるのはよいと思
う。生徒が主体となって、どういう人の話を聞いて
みたいかを考えるのもよいかもしれない。
・学校運営協議会では、現在の学校や生徒が抱え
ている問題があればそれらを共有してともに考え解
決していければよいと思う。
・学校としてどれぐらいを目標としているかにもよる
が、仕事体験や、部活動・生徒会の地域イベントの
参加などを通じて、比較的よく地域との関わりをも
てているのではないかと思う。
・地域との連携を更に強化し、風通しの良い環境で
の学校生活が送れるように対応する。
・外部コーチなどが入ってくださっていてありがたく
思います。学校によって偏りがあったり、特色が違
うと思います。難しいことも多いでしょうが、子ども
たちのために良い方々が来てくれることを願いま
す。

これまでの取組
今後の改善策

１：

学校施設に
ついて、ICT
環境等の教
育環境の整
備を推進する
とともに、児
童・生徒の安
全・安心を向
上させるため
の教育を推
進します。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

４：

地域とのつな
がりを大切に
する機会をつ
くります。

◯校内や地域の活動、地域の
イベントに積極的に参加できる
ようにする。
◯避難所運営訓練に２学年の
生徒が参加し、防災意識を高
めるとともに地域に貢献する態
度を養う。

特
色
あ
る
取
組

③家庭教育に関する情報の発
信やPTAなどと連携した講演
会・学習会、またはその双方を
実施している。

②登下校の見守り活動等の、
児童・生徒の健全育成や安全
指導に係る取組を地域の協力
により実施している。

２：

①「地域コミュニティの核として
の学校づくり」を目指して地域
と学校が連携・協働した様々な
活動を実施している。

2

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニ
ティの核とし
ての学校づく
りや地域の特
色を生かした
学校づくりを
進めるととも
に、学校・家
庭・地域が連
携・協働し
て、地域社会
全体でこども
たちを育成し
ます。

2

・地域の活動への魅力を積極的にアピールして
もいいのでは。避難所運営訓練参加後の生徒
たちの反応を開示してもいいのでは。防災教育の充実を進め、生徒

の理解を深めることによって避
難所と避難場所の運営に貢献
できる態度を養う。

1

1

Ｂ

保護者対象ア
ンケートにおい
て「学校は、学
校行事などに
地域の協力を
得ている。」と
回答した割合

○学校運営協議会におい
て、校内見学や授業参観を
実施し生徒の学習活動の様
子を直接見ていただいた感
想や意見を教員の授業力の
向上につなげる。

○外部人材の招聘や校外
の体験学習について、学校
支援地域本部の力をかり、
生徒に様々な経験を積ませ
る機会を作っていく。その
際、保護者に情報提供を
行っていく。

〇「おおたこどもポスター」を
保護者に周知し、地域と一
体となって教育活動を進め
られるように推進していく。

Ｄ

Ｃ 2

＊生徒・保護者を
対象としたアン
ケート調査を実施
し、地域とのつなが
りに関する回答結
果の状況で判断す
る。

Ａ

2

３：

Ｂ 4

Ｄ 1

3

４：

３：

①学校や地域の伝統・特色
や、安心・安全な学校生活づく
りを踏まえて、学習環境を整備
している。

１：

Ａ

2


